
事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年3月16日の地震により、整備中である放水路の護岸に変状が発生

した。

このため、推進費を活用して緊急的に護岸工の整備と追加対策（地盤改

良工等）を実施することで再度災害防止を図るとともに、放水路の早期供用

により地域住民の安全・安心を早期に確保する。

宮城県

宮城県登米市迫町佐沼字南元丁地内

50,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

大規模特定河川事業（北上川水系長沼川）

ト メ ハサマ サヌマ ミナミモトチョウ

25,000

令和４年３月の地震による被害を受けた箇所に対して、護岸工の整備
とともに、再度災害防止対策として、地盤改良工などの整備を行う

キタカミ ナガヌマ

凡 例

赤 推進費施行箇所

青 当年度施行箇所

黄
次年度以降の

実施予定

黒 施行完了箇所

宮城県

施行箇所

【位置図】

護岸変位

写真①（被災状況）

【平面図】

（左岸）
推進費施行区間
L=16.0m

写真①

（右岸）
推進費施行区間

L=16.0m

【推進費実施内容】
護岸工 L=32m
護床工 N=77個
地盤改良工 L=32m
仮設工 1式

A‘

A

操作室

【断面図】

HWL ▽KP+6.460

計画堤防高 ▽KP+7.060

計画河床高 ▽KP+3.383

護岸工 護岸工

護床工

地盤改良工

背面土亀裂 背面土亀裂

A-A’断面

調整地

【広域図】

：平成14年台風6号
浸水範囲
（床下浸水35戸）



【平面図】 災害復旧費採択区間 （対象箇所は点在 総被災延長L=806m ）

推進費施行区間 L=360m

推進費施行区間 L=60m

逢初川写真②

護岸工 L=360m
管理用道路工 L=360m 
橋梁工 N= 2橋
落差工 N= 4箇所

暗渠工 L=60m 

凡例

逢初川

写真①

静岡県

静岡県熱海市伊豆山地先

350,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（逢初川水系逢初川）
アイゾメ

アタミ イ ズサン

175,000

事 業 名

交付金計画名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

静岡県における「美しく、強く、しなやかな“ふじのくに”の川づくり」の推進
（防災・安全）

令和3年7月3日の豪雨により逢初川では上流の土砂崩壊と合わせて洪水

による溢水が発生し、死者や家屋損壊を伴う被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に逢初川の流下能力向上対策（護岸工等）を実施し、地域住民の安全・安

心を確保する。

令和３年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸工などの整備を行う

写真①（上流区間）【位置図】

施行箇所

凡 例

赤 推進費施行箇所

緑 災害復旧（前年度）

写真②（下流区間）

【断面図】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和元年10月12日～13日に一般国道4号で冠水が発生し、2日間の全面

通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に冠水対策工事（排水施設工等)を行

うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

宮城県栗原市高清水字御影地内

250,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道4号）

クリハラ タカ シミズ ミカゲ

250,000

令和元年１０月の冠水による被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、排水施設工などの整備を行う

写真①（被災状況）

国道4号

至 仙台市

至 盛岡市

【断面図】

排水施設工護岸工

A-A’断面

【位置図】 宮城県

施行箇所

【広域図】 至 盛岡市

至 仙台市

【平面図】 推進費施行区間 L=550m

排水施設工 N=一式
・側溝工 L=240m
・函渠工 L=55m
・集水桝工 N=10
護岸工 N=一式

排水施設工 N=一式
・側溝工 L=200m
・函渠工 L=30m
・集水桝工 N=10

舗装工 A=5,000m2
写真①

冠水範囲 L=340m

排水施設工 N=一式
・側溝工 L=350m
・函渠工 L=30m
・集水桝工 N=10

凡例（排水施設工）
側溝工
函渠工



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年1月12日に一般国道40号で雪崩が発生し、１日間の全面通行止め

を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に雪崩対策工事（雪崩予防柵設置)を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道中川郡音威子府村字咲来

220,000

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道40号）

ナカガワ オト イ ネップ サックル

220,000

令和４年１月の雪崩による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、雪崩予防柵の整備を行う

2
0
～
3
0
m

堆雪量
V=約190m3

1.5m

5.0m

【被災時の状況】

雪崩

W=約5.0m

写真①（被災状況）

施行箇所

北海道【位置図】

推進費施行区間 L=100m
雪崩予防柵 N=66基

【平面図】 A

A’写真①

【正面図】

5.5m

2
.0
m

CL

【断面図】

雪崩予防柵

A-A’断面

音威子府村

名寄市

施行箇所

【広域図】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年2月20日に一般国道243号で雪崩が発生し、3日間の全面通行止

めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に雪崩対策工事（雪崩予防柵設置)を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道川上郡弟子屈町国有林１８０林班

75,000

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道243号）

カワカミ テ シカガ

75,000

令和４年２月の雪崩による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、雪崩予防柵の整備を行う

施行箇所【位置図】

北海道

雪崩

写真①（被災状況）

H=2m～8m

【被災時の状況】
堆雪量
V= 約28㎥ 2

～
8
m3.5m

1.0m

【平面図】

推進費施行区間 L=70m
雪崩予防柵 N=24基

A

A’

写真①

【広域図】

弟子屈町⦿

⦿北見市

施行箇所

雪崩予防柵

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

【正面図】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年1月13日に一般国道9号で波浪が発生し、海岸侵食の被害が発生

した。

このため、推進費を活用して緊急的に海岸侵食対策工事（土留め矢板工)

を行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

鳥取県鳥取市気高町浜村地先

403,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道9号）

ケタカ ハマムラ

403,000

令和４年１月の波浪による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、土留め矢板工の整備を行う

市

線

４
号

村
浜
道

225k400

27

31

784-119

28

29

225k300

784-118

784-83

浜本石油店

784-126

784-82

784-97

784-79

25

784-130

32

川戸自動車整備工場

400W

22 24

23

26

400W

30

H

H

M

車両感知機

442-6

9

442-1

442-11

784-126

B
C

4
2

8

7

784-54

信

植樹ます 225k500

15 16

442-12

10

13

442-9
784-110

784-108

17
16

12

市道浜

1
3

信

信

400W

5
6

E
C

10 11

14

鳥取市気高町浜村字東濱

鳥取9-225-2

H

道
浜
村
５
号
線

市
道
浜
村
３
号
線

追

【平面図】

←至鳥取 至倉吉→一般国道9号

写真①

土留め矢板工 L=170m

A

A’

推進費施行区間 L=170m

海岸侵食範囲

L=50m

E9E9 瑞穂宝木
IC

浜村鹿野温泉
IC

至鳥取

至鳥取

至米子

至米子

【位置図】
施行箇所

吉岡温泉
IC

鳥取県

【出典】地理院地図

海岸侵食

写真①（被災状況）

HP400

外
外外

Co
Co

As As
As

崩れ

大型

土嚢

H.H.W.L. T.P.+0.85

H.W.L. T.P.+0.38

L.W.L. T.P.-0.19

海岸保全区域

情報BOX

T.P.-7.00

T.P.+9.50

鋼矢板切断

埋設型枠

(土留め矢板)

ハット形 45H

L=16.5m

玉石層

【断面図】 AｰA’断面

海岸侵食箇所

経年変化による浜やせ

車 道 歩道

土留め矢板工



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年1月12日に波浪が発生し、国有林保全のために設置された護岸が

被災した。

このため、推進費を活用して緊急的に海岸侵食対策工事（防潮護岸工等）

を行うことで再度災害防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

林野庁

北海道紋別市元紋別 紋別国有林

52,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

国有林野内治山事業（紋別海岸）

モンベツ モトモンベツ

52,000

令和４年１月の波浪で被害が発生した地域に対して、再度災害防止
対策として、防潮護岸工などの整備を行う

モンベツ

被災状況
(令和4年4月12日)

写真③

【位置図】 施行箇所 【詳細見取図】 施行箇所

道立オホーツク流氷公園

国道238号

オホーツク紋別空港

【平面図】

被災範囲

写真③

写真② A
‘

推進費施行区間

既設護岸撤去工 124個
防潮護岸工 20m
仮設道路工 72m

写真①

A

【断面図】 AｰA’断面

16.00m 12.67m

防潮護岸工

コンクリート被覆工

根固補強工（Co殻）

根固工

28.67m

写真② 被災状況
(令和4年1月13日)

被災範囲

被災前状況
(令和2年5月)

被災範囲

写真①



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年1月中旬～２月下旬に一般国道29号で豪雪が発生し、落石防護柵

の倒壊が生じた。

このため、推進費を活用して緊急的に雪荷重に対応した落石対策工事（落

石防護柵設置）を行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確

保する。

国土交通省

鳥取県八頭郡八頭町徳丸地先

280,000

（８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道29号）

ヤ ズ ヤ ズ トクマル

280,000

令和４年１月～２月の豪雪による被害を受けた箇所に対して、再度
災害防止対策として、落石防護柵工などの整備を行う

落石防護柵倒壊写真①【位置図】
至鳥取

至姫路

【出典】地理院地図

鳥取県

施行箇所

八頭町役場
2.0m

跳
躍
量

0.86m

最
大
落
石
半
径

4.0m

被災前防護柵

3.0m

被災後防護柵

【断面図】 A-A’断面

落石防護柵工

排土工

【平面図】

←至鳥取

至姫路→

落石防護柵工L=140m
落石防護柵工L=80m
排土工V=20m3

推進費施行区間 L=140m

写真①

A‘

A

落石防護柵の
倒壊、破損

転石確認箇所

推進費施行区間 L=80m

写真②

： 既設落石防護柵

写真②
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【平面図】

軽量盛土
A ’ 

A吹付法枠工

●

配水池

団地内の主要経路
通行止め規制

【拡大図】

施行箇所

東長江町
（高田団地）

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年2月1日に小坂54号高田団地線6号で崖崩れが発生し、全面通行

止めを実施している。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工事（吹付法枠工等)を行

うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

金沢市

石川県金沢市東長江町地先

127,000

（９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（小坂54号高田団地線6号）

カナザワ ヒガシナガエマチ

63,500

令和４年２月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、吹付法枠工などの整備を行う

コ サカ タカ ダ

施行箇所

石川県

【位置図】

国道159号

写真①
（被災状況）

【断面図】
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軽量盛土工

吹付法枠工

鉄筋挿入工

A-A’断面

高
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H
=
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0
0

舗装工 防護柵工
排水工

掘削工

掘削工

植生基材吹付工



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年3月19日に市道河又東平線で崖崩れが発生し、全面通行止めを

実施している。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工事（切土工等)を行うこと

で再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

新居浜市

愛媛県新居浜市大永山

50,000

（10） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（市道河又東平線）

ニ イハマ ダイエイザン

25,000

令和４年３月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、切土工などの整備を行う

コウマタトウナル

Ｎ

施行箇所

愛媛県

【位置図】

写真①

被災状況

【広域図】 ◎新居浜市役所

市道 河又東平線

施行箇所

マイントピア別子

東平ゾーン
（東平記念館）

至 松山市

至 香川県

地理院地図に施行箇所等
を追記して掲載

至 別子地区（82世帯）

災害拠点病院
（県立新居浜病院）

○愛媛県広域防災拠点
（山根公園）

【平面図】

写真①

至 東平記念館

A
’

至 県道新居浜別子山線

【断面図】

A

防護柵工

舗装工

仮設防護柵工

擁壁工

推進費施行区間 L=30ｍ

排水工

モルタル吹付工

落石防護網工

切土工

モルタル吹付工

AｰA’断面
落石防護網工

擁壁工

防護柵工

仮設防護柵工

舗装工

排水工

切土工


